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背景



ジェンダー不平等の問題

女性の問題

→環境がよくない

→パワハラやセクハラ

→友達が作りづらい

→女性用の施設が少ない

↓

生きづらさや学びづらさ

組織の問題

→男性優位な意見の場

→少数の女性の意見＝女性代表

↓

議論や思考に偏りが生まれる



教員・・・女性の割合は2%（2021年）
学生・・・

修士：7％
博士：20％
全体：11％
専攻による違い

背景　情報学研究科構成メンバーの男女比率

男女別人数の推移 

情報学研究科内データ
https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/about/data/staff
https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/about/data/students



背景　女子学生・女性教員を増やすための取り組み

研究科 京大
オープンキャンパス

アクションプラン

男女共同参画センター

女子学生懇談会

女性限定公募

https://jrecin.jst.go.jp/seek/SeekJorSearch?fn=3&dispcount=10&keyword_and=女性限定
https://www.t.kyoto-u.ac.jp/ja/admissions/open/techjoshi
https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/about/gender-equality/action-plan/03
https://www.cwr.kyoto-u.ac.jp



目的



目的

● 女性が理系・情報学に進学しない理由はなにか

● 女性が求める施策はなにか

情報学に来ない理由

女性の割合
が低い

興味がない

情報学で何
ができるか
知らない

環境が働き
にくい・学び

にくい

広報の効果
・方法に問

題

求められる施策とは何か

情報学で
興味のある
分野は？

情報学を
知ってもらう

こと？

具体的に求
められる施

策は？



手法



データ収集

● アンケート調査

● 対象：高校1-2年生・文系+理系の男子・女子生徒　680名
● 方法：Webアンケート

● 期間：2022年9月5日-7日
● 内容：以下に関する問い

○ 理系・情報学に進学しない原因は何か

○ 求められる施策は何か



結果・考えられる施策



回答者について

回答数：586
属性

性別
女子 314　（うち135は理系を選択・選択予定）
男子 258　（うち181は理系を選択・選択予定）
それ以外* 14　　（うち9は理系を選択・選択予定）

学年
1年生 429
2年生 156
それ以外* 1

文理選択
文系選択・文系希望 252　（うち81は未選択・予定）
理系選択・理系希望 325　（うち128は未選択・予定）
未選択・それ以外* 9

以降の集計は、*を付したものを除いて行う



情報学に興味をもつ人が少ない？



情報学が何をしているところか知らない？



教員・学生に女性の割合が少ないから来にくいの？



広報が効果的に機能していない？



働きにくい、学びにくい環境？



情報に関するどんな分野に興味を持っているのか



女子学生が求める施策ランキング

全体 理系 文系

女子学生間の交流推進や環境改善のための女子学生懇談会 5 5 4

オープンキャンパスでの女子高校生・中学生に向けたイベント 3 4 2

女子学生に向けた奨学金などの金銭的な援助 1 2 1

女子学生に向けたメンター制度 6 6 6

女性用休憩室 4 3 3

女子用学生寮 2 1 5

自由記述（すべて理系・女性から1件ずつ回答）

・トイレの設備・ドレッサー付きトイレ・生理用品の配布

・生理による体調不良に関する支援・服装について・更衣室

施策6つに対し、1〜3位まで

選んで回答

1位に3点

2位に2点

3位に1点

を与えて得点を計算し、

ランキング



提言



広報

提言　具体的な施策

継続していくことが重要・・・最終的にはしなくてもよくなることが目標

・調査の継続・・・高校生・大学生の意識調査

・評価の継続・・・施策による効果の検証

女性支援
に関する

情報

女性の
存在感を

強調

情報学に
ついての

情報

サイト パンフレット オープンキャンパス

大学説明会 女性講演会

情報学での
働き方
学び方

施設・環境整備

休憩室 更衣室 トイレ

女性寮 生理用品の配置

経済支援

奨学金

女性が
生きやすく
働きやすく
学びやすく



提言　長期的な視野で

・今後の施策を考える際に必要なもの：調査と評価



付録



日本は理系女子が少ない

学年が進むにつれて、理系女子は少なくなっていく⇨環境要因による

https://dual.nikkei.com/article/034/28/?SS=imgview&FD=1983446320
https://berd.benesse.jp/up_images/research/2016_oyako_web_all.pdf



女子が文系を選ぶ理由

周りに文系選択の女子が多い、文系のロールモデルが多い

将来のために勉強をする人が増える（外発的動機付け）⇄勉強が好きだからする 
働きやすく長く働けること、つまり安定した職を求める傾向 ⇨文系就職で十分

https://berd.benesse.jp/up_images/research/2016_oyako_web_all.pdf



情報学研究科に女子学生・女性教員が少ない理由

・情報学に興味がない

・学生・教員が男性ばかり

・情報学が何しているか知らない

・入るハードルが高い

・ロールモデルがいない

女子が文系を選ぶのはごく自然な流れにも思える

わざわざ理系を選ぶのは、その分野の学問に興味がある場合を除いてリスクが高い

ex:)進学、差別、就職、結婚、出産、再就職など

・転勤や出張が多い

・離職した後の職探しが大変

・単身赴任がある



仮説　来ない原因と来やすくなる要因

来ない原因に関する仮説

・そもそも情報学に興味がないのでは？

・教員・学生に女性の割合が少ないから来にくいのでは？

・情報学が何をしているところか知らないのでは？

・広報が効果的に機能していないのでは？

・働きにくい、学びにくい環境なのでは？

来やすくなる要因に関する仮説

・情報に関するどんな分野に興味を持っているのか？

・情報学について知ってもらえば興味を持ってもらえるの
では？

・女子学生が求める施策とはなんなのか？

⇨文系にも結構いる

⇨男子に比べ女子は人数を気にしている

⇨半数以上はあまり知らない

⇨あまり見ている人が少ない

⇨ワークライフバランスは男子と女子変わらず重
視

⇨文系・理系で興味を持っていることが違う

⇨説明することで、興味を持ってもらえる

⇨施設や金銭面、説明会を求めている



付録2（アンケート結果）



趣旨説明：高校生の進路選択に関するアンケート  
 

私たちは、京都大学大学院情報学研究科社会情報学専攻で開講している「問題発見型・解決型学習」という科目を履修してい
る大学院生です。 
 
このアンケートは、大学や大学院に進学する可能性のある高校生が進路を選ぶ時にどういったことを意識しているのか調査す
る目的で実施するものです。 
 
アンケートにかかる時間は15分〜20分です。調査結果は、調査者が責任を持って管理し、個人が特定される形で公表されるこ
とは絶対にありません。なお、個人が特定されない集計データは、本科目の成果発表会で公表し、その他にフィードバックの目
的などで使用する場合があります。 

※　理系・文系にはそれぞれ、まだコース選択をしていないが、理系・文系を選択しようとしている回答者を含む



Q1. 情報学に関心はありますか。  

■　とてもそう思う 

■　少しそう思う 

■　あまりそう思わない  

■　全くそう思わない  

Q2. プログラミングに関心はありますか。  

■　とてもそう思う 

■　少しそう思う 

■　あまりそう思わない  

■　全くそう思わない  

Q3. AI（人工知能）に関心はありますか。  

■　とてもそう思う 

■　少しそう思う 

■　あまりそう思わない  

■　全くそう思わない  



Q4. VR（仮想現実）に関心はありますか。  

■　とてもそう思う 

■　少しそう思う 

■　あまりそう思わない  

■　全くそう思わない  

Q5. IoT（モノのインターネット）に関心はありま

すか。 

■　とてもそう思う 

■　少しそう思う 

■　あまりそう思わない  

■　全くそう思わない  

Q6. ビッグデータに関心はありますか。  

■　とてもそう思う 

■　少しそう思う 

■　あまりそう思わない  

■　全くそう思わない  



Q7. 情報学は、コンピュータサイエンス以外の分野とも強

い関わりがあり、生物学や医学、教育学など様々な分野

の研究を情報学の視点から行うことも多く行われていま

す。情報学を学ぶことで、そのような多分野にまたがる学

問・研究ができるようになることを知っていますか。  

■　はい ■　いいえ 

Q8. 情報学を学ぶことで、このような多分野にまたがる学

問・研究分野ができるようになることを知って、志望する分

野の候補に入れようと思いましたか。  

■　とてもそう思う 

■　少しそう思う 

■　あまりそう思わない  

■　全くそう思わない  

Q9. 志望する進学先の学生の男女比が偏ってい

るかどうか（男女どちらかの割合が極端に多いま

たは少ない）を気にしたことがありますか。  

■　はい ■　いいえ 

以下は、高校卒業後の進路として進学（特に大学に進学）する場合の希望や考えをお伺いします。



Q10. 今志望している学科では学生の男女比が強く偏って

いて、自分と同性の学生が1割しかいないとしたらあなた

の入学意欲はどうなると思いますか。  

■　とても上がる 

■　少し上がる 

■　少し下がる 

■　とても下がる 

Q11. 今志望している学科の男女がほぼ同数であるとした

ら、あなたの入学意欲はどうなると思いますか。  

■　とても上がる 

■　少し上がる 

■　少し下がる 

■　とても下がる 

Q12. 志望する進学先の教員の男女比が偏ってい

るかどうかを気にしたことがありますか。  

■　はい ■　いいえ 



Q13. 今志望している学科では教員の男女比が強く偏って

いて、自分と同性の教員が1%しかいないとしたらあなたの

入学意欲はどうなると思いますか。  

■　とても上がる 

■　少し上がる 

■　少し下がる 

■　とても下がる 

Q14. 進学先としてあなたの希望に近いほうを選んでくださ

い。 

■　A : 一番興味がある分野だけれど、学生の男女

比が強く偏っていて、自分と同性の学生が1割しかい

ない 

■　B : 興味の度合いは低いけれど、男女の学生数

がほぼ同数である  

Q15. 進学先としてあなたの希望に近いほうを選んでくださ

い。 

■　A : 一番興味がある分野だけれど、教員の男女

比が強く偏っていて、自分と同性の 教員が1%しかい

ない  

■　B : 興味の度合いは低いけれど、男女の教員数

がほぼ同数である  



Q16. 進学先を選ぶ際、志望先の大学･学校の女性支援に

ついて調べましたか、あるいは調べる予定ですか。  

■　はい ■　いいえ 

Q17. 進学先を選ぶ際、志望先の大学･学校の女性支援に

関する施策を考慮しますか。  

■　とてもそう思う 

■　少しそう思う 

■　あまりそう思わない  

■　全くそう思わない  

■　考えたことがない  



Q18-20. 大学･学校の女性支援に関する次の施策のうち、

入学意欲が上がるものを上から順に3つまで以下から選ん

でください。 

（Q18=1位、Q19.=2位、Q20.=3位）  

1. 女子学生間の交流推進や環境改善のための女子

学生懇談会 

2. オープンキャンパスでの女子高校生・中学生に向け

たイベント 

3. 女子学生に向けた奨学金などの金銭的な援助 

4. 女子学生に向けたメンター制度 

5. 女性用休憩室 

6. 女子用学生寮 

7. その他 

その他（自由記述）に上げられた項目
・ない・特になし・わからない・興味がない・意欲は変わらない
・トイレの設備・更衣室・ドレッサー付きトイレ
・生理用品の配布・生理による体調不良に関する支援
・これまで男性に対してされてきた支援
・男性なのでわからない・関心がない・男性回答者に配慮した選択肢が必
要
・女性優遇がある時点で男女差別・女性のみに特化した施策に疑問を感じ
る



将来の仕事・職種を考える際に、結婚したり、家族・子どもを持つ可能性、そのために働き方（一旦仕事を辞めたり休ん

だり）や生活（転勤や単身赴任など）を変えたりする必要が生じるとします。そのために、あなたは  

Q21. 一旦仕事を辞めたり休んだりしやすい仕事を  

■　優先的に選ぶ 

■　優先的に選ばない  

Q22.  転勤や単身赴任などがない仕事を  

■　優先的に選ぶ 

■　優先的に選ばない  

※　Q23-26.は性別・学年・文理選択に関する質問



Q28. あなたはどちらでよりよい成績をとっていると感じて

いますか 

■　理系科目（数学、化学、物理、生物など）  

■　どちらかというと理系科目  

■　どちらかというと文系科目  

■　文系科目（国語、社会、英語など）  

■　その他・なし 

Q29. 希望する高校卒業後の進路について教えてください  

■　大学進学 

■　短大進学 

■　その他の学校へ進学  

■　就職 

■　その他 

Q27. あなたの好きな科目が含まれるものを選択してくださ

い 

■　理系科目（数学、化学、物理、生物など）  

■　どちらかというと理系科目  

■　どちらかというと文系科目  

■　文系科目（国語、社会、英語など）  

■　その他 


